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事業によるキャッシュ創出

資本コストの最小化
（信頼性を向上する仕組み・体制）

将来に向けた成長率の向上
（成長の原動力である無形資産の強化）

デンカの企業価値

↑

↑↓

デンカの企業価値の創出
P03 OUR VISION
 （ミッション、パーパス、コアバリュー）
P04 米国子会社DPEのクロロプレンゴム
 製造設備の暫定停止とその効果

持続的な企業価値向上のためには、着実な利益の積み上げと経営計画「Mission 2030」の目標達成での事業による「キャッシュ創出」、信頼性を向上するESG経営の仕組みや体
制構築による「資本コストの最小化」、成長の原動力である無形資産の強化による「将来に向けた成長率の向上」が不可欠です。資本コストや株価を意識した経営が求められる中、
株主・投資家をはじめとするステークホルダーの皆さまの期待に応えるべく、企業価値の向上に向けて、キャッシュ創出力の向上、将来に向けた成長率の向上、資本コストの最小
化を進めていきます。

［事業によるキャッシュ創出］ ・不採算・低収益事業の整理
・固定費削減と資本の解放
・成長事業への資源の集中
・営業利益およびROICの直接的改善

［資本コストの最小化］ ・ガバナンスの質向上
・重大事故・コンプライアンス違反の根絶
・品質保証マネジメントの徹底
・ステークホルダーとの対話強化
・取引継続性と信頼資本の回復

［将来に向けた成長率の向上］ ・生成AI等、メガトレンド需要の獲得
・無形資産（技術・知財）の収益化
・脱炭素の競争優位性への変換
・挑戦を後押しする組織改革と人財育成
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